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(Shoot lifes阿t in relation to successional status in deciduous broad-leaved tree species












(Effects of previous forest types and site conditions on species composition and abundance




























1999: Svennlng 1999: Webb & Pearl 2000; Harms et al. 2001; Phillips et al. 2003; Tuomisto et
αJ. 2003a)｡特に､尾根から谷にかけての地形勾配に沿った土壌条件の違いは樹木種の分
布に大きく影響することが知られている(Lieberman etal. 1985; Kahn 1987; Basnet 1992;
Tuomisto et al･ 1994; Ruokolainen et al. 1997; Clark et al. 1999; Svennlng 1999; Harms et al.




ついて調べたこれまでの研究にはたとえばKubotaetal. (2004) ､ V山enciaetal. (2004) ､
Clarketal. (1998)､ Haraetal. (1996)などがある｡しかし､土壌栄養塩･含水率との関
係さらには光環境との関係といったように特定の非生物的要因と樹木種の群集構造との関
係を扱ったものがほとんどで､複数の要因を統一的に､また同時に扱った例は極めて少な











できる(Grace 皮 Pugesek 1997)｡
本研究では宮城県一桧山地域にあるミズナラ･ブナ･クリ･トチノキが優占し起伏に














影響するとする研究例が報告されてきた(Liebermanetal. 1985; Kahn 1987; Basnet 1992;
Tuomisto et al. 1994; Ruokolainen et al. 1997; Clark et al. 1999･, Svennlng 1999; Harms et all
2001; Phillips etal. 2003; Tuomisto etal. 2003b; nLOmisto etal. 2003a ) ｡また､地形の不
均一性は熱帯林において多様性･生産性を支配する重要な要因であることが明らかになっ
てきている(e.g. Grubb 1977; Lieberman etal. 1985; Baillie etal. 1987; Clark etal･ 1998;
Rennolls & Laumonier 2000; Takyu et al. 2002 ) ｡
樹木の成長や生残･定着に直接的に影響を与える環境要因として土壌栄養塩､土壌水分､
光環境､りタ-の厚さ(xiong&Nilsson1999)などがある｡たとえば､一般的に尾根で
は斜面よりも土壌が乾燥しているため(Butleretal. 1986; Ishizuka etal. 1998･, Yanagisawa
&Fujita 1999) ､多くの記載的な植生学研究では､地形勾配に沿って土壌水分の勾配が生
































































































































































































各10mx lOm方形区における凹凸度を次の方法で求めた｡ (1)注目する10mx lOm方
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しかし､近年発展してきたsEM (Structural Equation Modeling､構造方程式モデリング)
の手法を用い変数の階層分離を行うことでこうした問題を軽減することができる(Grace
皮 Pugesek 1997) ｡
SEMは1970年代前半に因子分析やパス解析を統合した形で発展し､当初は軽量経済学
や心理学の分野で使用された｡近年では生態学への応用が始まっているが応用例は少な
い(e･g･ Johnson et al･ 1991; Wesser &Ambruster 1991; Mitchel1 1992; Walker etal. 1994;














である(Tayloretal. 1990; Goughetal. 1994; Grace 1999) ｡したがって成木の種数から
小サイズクラスの種数へのパスを想定した｡ 2つ目はりタ-の影響である｡ほとんどの植
物群集ではりタ-の厚さが特に小種子を持つ種の発芽を抑制することが知られているた
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